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～新たな歴史の幕開け～
　平成30年６月定例会の閉会をもって、旧議場は役
目を終え、その歴史に幕を閉じました。来月から開催
される９月定例会は、新しい議場で開催される初の
定例会となります。
　新たな歴史の幕開けに、ぜひお立ち会いください。

（新しい議場の紹介記事は11ページ）
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　第２回定例会を５月25日から６月22日までの29日
間開催しました。今定例会では、一般会計補正予算を
含む市長提出議案を19件、陳情１件、兼重元議員に対
する処分要求１件を審議しました。概 要概 要

問
　
学
校
業
務
支
援
員
の
勤
務
体
系
お

よ
び
業
務
内
容
は
。

答　
勤
務
体
系
は
予
算
上
、
雇
用
期
間

を
年
間
10
カ
月
、
勤
務
日
数
を
月
19
日
、

１
日
の
勤
務
時
間
を
４
時
間
、
時
給
を

８
８
０
円
で
積
算
し
て
い
る
が
、
各
学

校
で
実
情
が
異
な
る
た
め
勤
務
時
間
等

に
つ
い
て
は
、
各
学
校
か
ら
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
調
整
し
て
い
る
。
業
務
内
容

に
つ
い
て
大
き
く
分
類
す
る
と
、
印
刷

等
業
務
、
学
習
学
級
事
務
業
務
、
集
計
・

デ
ー
タ
入
力
等
の
業
務
、
そ
の
他
と
な
る
。

問
　
学
校
業
務
支
援
員
の
配
置
基
準
は
。

答　
平
成
29
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の

期
間
に
お
い
て
、
１
カ
月
当
た
り
の
平

均
時
間
外
業
務
時
間
が
教
員
１
人
当
た

り
60
時
間
以
上
の
学
校
、
ま
た
は
、
１

カ
月
当
た
り
の
時
間
外
業
務
時
間
が
80

時
間
以
上
の
教
員
が
複
数
い
る
学
校
が

対
象
と
な
る
。

問
　
学
校
業
務
支
援
員
の
配
置
は
、
教

職
員
の
平
均
時
間
外
業
務
時
間
を
減
少

さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
と
い
う
こ
と
か
。

答　
児
童
・
生
徒
に
向
き
合
う
時
間
の

確
保
と
時
間
外
労
働
の
短
縮
に
よ
る
教

員
の
負
担
軽
減
が
目
的
で
あ
る
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

　
本
件
は
、
小
・
中
学
校
に
学
校
業
務

支
援
員
を
配
置
す
る
こ
と
に
要
す
る
経

費
で
す
。

予
算
決
算
委
員
会
で
の
審
査

可決
（全会一致）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

小
学
校
嘱
託
教
職
員
経
費
及
び
中
学
校
嘱
託
教
職
員
経
費

問
　
放
課
後
児
童
支
援
員
と
補
助
員
の

仕
事
内
容
お
よ
び
待
遇
は
。

答　
職
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
放
課
後

児
童
支
援
員
は
保
育
業
務
と
環
境
整
備

の
ほ
か
、
保
育
料
や
運
営
費
の
徴
収
事

務
、
運
営
報
告
書
の
作
成
、
市
・
学
校

と
の
連
携
、
保
護
者
対
応
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
一
方
、
補
助
員
は
主
に
保
育

業
務
と
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
待
遇
に
つ
い
て
は
、
支
援
員
は
非

常
勤
の
嘱
託
職
員
、
補
助
員
は
臨
時
職

員
と
、
任
用
形
態
が
異
な
っ
て
お
り
、

嘱
託
職
員
で
あ
る
支
援
員
の
給
与
の
方

が
、
若
干
優
遇
さ
れ
て
い
る
。

問
　
現
状
、
放
課
後
児
童
支
援
員
は
足

り
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
将
来
的
な
見

通
し
は
。

答　
直
営
の
児
童
ク
ラ
ブ
22
カ
所
に
、

放
課
後
児
童
支
援
員
53
名
、
支
援
員
の

補
助
を
す
る
補
助
員
１
３
５
名
、
合
わ

せ
て
１
８
８
名
が
勤
務
し
て
い
る
。
基

本
的
な
配
置
基
準
は
、
35
名
の
定
員
に

対
し
て
２
名
の
職
員
を
配
置
し
、
そ
の

う
ち
１
名
は
必
ず
支
援
員
と
し
て
お
り
、

　
本
件
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
厚
生
労
働
省
令
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の
基
礎

資
格
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正

で
す
。

教
育
福
祉
委
員
会
で
の
審
査

可決
（全会一致）

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

つ
き
約
10
円
上
が
る
も
の
と
計
算
し
て

い
る
。

・
中
小
企
業
の
償
却
資
産
に
係
る
固
定

資
産
税
の
税
率
を
３
年
間
ゼ
ロ
と
す

る
こ
と
に
よ
る
本
市
の
税
収
へ
の
影

響
額
は
現
時
点
で
は
分
か
り
に
く
い

が
、
も
の
づ
く
り
サ
ー
ビ
ス
補
助
金

等
の
優
先
採
択
、
固
定
資
産
税
の
減

収
分
の
約
75
％
が
交
付
税
で
補
塡
さ

れ
る
こ
と
、
ま
た
、
今
回
の
改
正
は

　
地
元
中
小
企
業
の
生
産
性
を
高
め
、

新
た
な
設
備
投
資
に
よ
る
労
働
力
不

足
の
解
消
や
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が

り
、
中
小
企
業
・
地
域
経
済
の
さ
ら

な
る
発
展
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

　
本
会
議
で
も
、
委
員
会
と
同
様
の
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
討
論

本
会
議
で
の
討
論

問
　
た
ば
こ
税
の
税
率
の
段
階
的
引
き

上
げ
に
よ
る
影
響
額
は
。

答　
具
体
的
な
金
額
は
算
出
で
き
な
い

が
、
こ
れ
ま
で
の
傾
向
か
ら
い
え
ば
、

税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
直
後
は
税
収

が
上
が
る
が
、
価
格
上
昇
に
よ
り
購
入

数
が
減
る
こ
と
で
、
徐
々
に
税
収
が
下

が
る
傾
向
に
あ
る
。

問
　
加
熱
式
た
ば
こ
の
税
率
引
き
上
げ

に
よ
る
具
体
的
な
金
額
は
。

答　
現
在
の
加
熱
式
た
ば
こ
を
例
に
１

箱
を
４
６
０
円
と
し
た
場
合
、
１
箱
に

　
本
件
は
、
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
個
人
市
民
税
の
基
礎
控
除
等
の
所

得
要
件
の
創
設
、
市
た
ば
こ
税
の
税
率

改
正
等
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

企
画
総
務
委
員
会
で
の
審
査

可決
（全会一致）

周
南
市
市
税
条
例
等
の

　
　
　

  

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
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ま
ず
、
処
分
要
求
の
提
案
者
で
あ
る

中
村
富
美
子
議
員
に
対
し
て
質
疑
を
行

い
、
質
疑
終
了
後
、
弁
明
者
で
あ
る
兼

重
元
議
員
か
ら
弁
明
が
あ
り
、
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。
質
疑
終
了
後
、
今
回
の

発
言
に
対
し
て
、
懲
罰
を
科
す
べ
き
か

ど
う
か
に
つ
い
て
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

懲
罰
を
科
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
立
場

・
兼
重
議
員
の
弁
明
に
よ
る
と
、
不
穏

当
発
言
は
、
中
村
議
員
を
侮
辱
し
た

も
の
で
は
な
く
、
議
事
整
理
に
対
す

る
、
自
ら
の
思
い
の
発
露
で
あ
る
と

の
弁
明
が
あ
っ
た
こ
と
を
尊
重
し
、

懲
罰
を
科
す
べ
き
で
は
な
い
。

懲
罰
を
科
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
立
場

・
「
や
か
ま
し
い
」、「
黙
れ
」
と
い
う

発
言
は
、
客
観
的
に
も
、
地
方
自
治

法
第
１
３
３
条
の
侮
辱
行
為
に
当
た

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

・
議
長
が
「
静
粛
に
」
と
再
三
注
意
し

た
中
で
、「
や
か
ま
し
い
」、「
黙
れ
」

と
い
っ
た
感
情
に
任
せ
た
不
穏
当
発

言
を
続
け
た
の
で
、
懲
罰
を
科
す
べ

き
で
あ
る
と
思
う
。

・
中
村
富
美
子
議
員
が
侮
辱
を
受
け
た

と
思
わ
れ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、

反
省
し
て
い
る
気
持
ち
を
本
会
議
で

も
表
明
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
議
員
の
質
疑
に
対
す
る
、「
黙
れ
」、

「
や
か
ま
し
い
」
と
い
う
発
言
は
、

非
常
に
重
た
い
言
葉
だ
っ
た
と
感
じ

て
お
り
、
懲
罰
を
科
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
以
上
の
と
お
り
、
討
論
を
行
い
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
懲
罰
事
犯
と

し
て
懲
罰
を
科
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
方
自
治
法
第
１

３
５
条
に
定
め
る
、
公
開
の
議
場
に
お

け
る
戒
告
、
公
開
の
議
場
に
お
け
る
陳

謝
、一
定
期
間
の
出
席
停
止
、
除
名
、

い
ず
れ
の
懲
罰
を
科
す
か
に
つ
い
て
、

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

「
陳
謝
」
の
懲
罰
を
求
め
る
立
場

・
不
適
切
な
発
言
を
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
議
場
の
壇
上
で
陳
謝
の
言
葉
を

述
べ
、
け
じ
め
を
つ
け
る
こ
と
が
一

番
よ
い
。

・
本
人
の
口
か
ら
議
場
で
陳
謝
を
す
る

こ
と
が
適
当
と
考
え
る
。

「
戒
告
」
の
懲
罰
を
求
め
る
立
場

・
懲
罰
を
科
す
こ
と
に
反
対
を
し
た
立

場
か
ら
、
戒
告
で
よ
い
。

委
員
会
審
査
結
果
　

賛
成
多
数
で
「
陳
謝
」
の
懲
罰
を
科
す

こ
と
に
決
定

　
６
月
22
日
の
本
会
議
で
は
、
古
谷
幸

男
特
別
委
員
長
か
ら
委
員
会
に
お
け
る

審
査
報
告
を
行
い
、
懲
罰
を
科
す
か
ど

う
か
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

討
論
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
「
陳
謝
」
の
懲
罰
を
科
す
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
兼
重

元
議
員
は
、
議
会
が
決
定
し
た
陳
謝
文

を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

懲
罰
特
別
委
員
会
で
の
審
査

問　
応
札
者
３
者
と
あ
る
が
、
他
の
２

者
は
ど
こ
か
。

答　
共
同
産
業
株
式
会
社
と
株
式
会
社

田
中
組
で
あ
る
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

　
本
件
は
、
５
月
18
日
に
完
成
し
た
南

北
自
由
通
路
か
ら
商
店
街
を
結
ぶ
シ
ェ

ル
タ
ー
の
設
置
お
よ
び
賑
わ
い
交
流
施

設
か
ら
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
を
結
ぶ
シ
ェ

ル
タ
ー
の
設
置
を
行
う
１
期
工
事
に
続

き
、
２
期
工
事
と
し
て
、
バ
ス
乗
降
場

の
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
設
置
６
棟
、
バ
ス

案
内
所
の
新
築
１
棟
お
よ
び
既
存
バ
ス

乗
り
場
の
解
体
を
行
う
も
の
で
、
工
期

を
平
成
31
年
８
月
30
日
ま
で
、
契
約
金

額
を
２
億
１
７
４
０
万
４
０
０
０
円
と

す
る
契
約
を
平
和
建
設
株
式
会
社
と
締

結
す
る
も
の
で
す
。

環
境
建
設
委
員
会
で
の
審
査

処
分
要
求
の
発
議

を
確
保
す
る
た
め
、
毎
年
採
用
を
行
う

こ
と
に
加
え
、
補
助
員
か
ら
支
援
員
へ

の
昇
格
や
、
地
元
自
治
会
で
呼
び
掛
け

て
も
ら
う
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

順
次
定
員
が
増
え
る
ご
と
に
職
員
数
を

増
や
し
て
い
る
。
現
状
、
支
援
員
お
よ

び
補
助
員
の
数
は
足
り
て
い
る
と
考
え

る
が
、
年
々
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
希
望
者

は
増
え
て
お
り
、
特
に
夏
休
み
等
に
大

幅
に
増
え
る
こ
と
も
あ
る
。
支
援
員
等

兼
重
元
議
員
に
対
す
る
処
分
要
求

陳謝
（賛成多数）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
徳
山
駅
北
口
駅
前
広
場
道
路
内
建
築
物
等
新
築
工
事
（
２
期
））

可決
（全会一致）

　
６
月
14
日
の
本
会
議
に
お
け
る
中
村

富
美
子
議
員
の
質
疑
中
に
、
兼
重
元
議

員
が
不
規
則
発
言
を
行
い
、
議
長
が
制

止
し
た
後
も
、
中
村
富
美
子
議
員
に

「
や
か
ま
し
い
」
等
の
発
言
を
繰
り
返

し
た
こ
と
に
対
し
、
中
村
富
美
子
議
員

が
自
身
へ
の
侮
辱
で
あ
り
、
言
論
の
府

で
あ
る
議
会
の
秩
序
を
乱
す
、
許
す
こ

と
の
で
き
な
い
行
為
で
あ
る
と
し
て
、

兼
重
元
議
員
に
対
す
る
処
分
を
要
求
し

た
た
め
、
そ
の
処
分
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
討
論

本
会
議
で
の
「
陳
謝
」
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賛成多数で可決

賛成多数で可決

全会一致で可決
補正予算
・一般会計補正予算(第２号、第３号)、国民宿舎特別会計補正予算（第１号）
条例改正など
《人事案件》
・固定資産評価審査委員会委員の選任、公平委員会委員の選任、教育委員
会委員の任命、教育委員会教育長の任命、監査委員の選任
《条例の一部改正》
・市税条例の一部を改正する条例制定についての専決処分、市税条例等、
介護保険条例、指定地域密着型サービスの事業の人員、設備、運営等に
関する基準を定める条例、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例、建築審査会条例、消防団員等公務災害
補償条例
《その他》
・和解についての専決処分、市道の認定、工事請負契約の締結（徳山駅北
口駅前広場道路内建築物等新築工事（２期））

陳情の議決結果
全会一致で不採択：年旨橋かけかえ及び三蔵院
橋改良並びに道路の拡幅改良に関する陳情

書類提出：出資法人の経営状況（ふるさと振興財団、文化振興財団、かの高原開発、医療公社、周南地域地場産業振興センター、徳山青果精算株式
会社、徳山地区漁業振興基金、新南陽地区漁業振興基金）
報告：一般会計継続費繰越計算書、一般会計繰越明許費繰越計算書、水道事業会計予算繰越計算書、下水道事業会計予算繰越計算書、損害賠償の
額を定めることに関する専決処分（５件）
行政報告：市職員の個人情報流出の顛末及び今後の再発防止、公益財団法人周南市医療公社にかかる裁判
議会報告：例月現金出納検査の結果（３件）、財政援助団体等監査の結果、定期監査結果（２件）、議員の表彰

議案等の議決結果

その他
・兼重元議員に対する処分要求の件⇒公開の議場
における陳謝

議会への報告

問　
橋
が
逆
「
へ
」
の
字
に
折
れ
曲
が

り
、
橋
上
に
水
が
た
ま
る
こ
と
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
の
対
応
は
可
能
か
。

答　
市
道
で
あ
る
の
で
、
道
路
の
維
持

補
修
の
予
算
を
活
用
し
て
修
繕
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。

問　
年
旨
橋
で
隅
切
り
の
改
修
、
補
修

は
で
き
る
の
か
。

答　
新
た
に
隅
切
り
を
作
る
こ
と
に
な

る
と
、
年
旨
橋
に
お
い
て
は
橋
梁
全
体

を
つ
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
隅
切
り

だ
け
の
設
置
と
い
い
な
が
ら
も
橋
の
か

け
か
え
も
含
め
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

改
修
・
補
修
は
困
難
で
あ
る
。

問　
道
路
と
２
つ
の
橋
の
か
け
か
え
、

改
良
を
し
た
場
合
、
費
用
は
ど
の
く
ら

い
見
込
ま
れ
る
か
。

答　
同
様
の
橋
を
参
考
に
考
え
る
と
２

橋
で
約
１
億
円
が
見
込
ま
れ
る
。
道
路

に
つ
い
て
は
、
陳
情
の
対
象
区
間
を
拡

幅
し
た
場
合
、
約
２
０
０
０
万
円
弱
と

な
る
。

反
対
討
論

　
執
行
部
か
ら
は
、
年
旨
橋
の
逆
「
へ
」

の
字
に
曲
が
っ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て

は
市
で
対
応
可
能
で
あ
り
、
三
蔵
院
橋

は
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
た
め
計

画
的
に
対
応
し
て
い
く
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。
橋
の
か
け
か
え
や
道
路
の
拡
幅

に
は
か
な
り
の
費
用
が
か
か
る
と
の
説

明
が
あ
り
、
市
の
財
政
状
況
を
鑑
み
る

と
、
現
状
の
ま
ま
で
も
地
域
住
民
の
生

活
に
支
障
を
来
す
と
は
思
え
な
い
こ
と

か
ら
反
対
す
る
。

委
員
会
で
の
審
査
結
果  

全
会
一
致
で
不
採
択

※

全
会
一
致
で
意
見
を
付
す
こ
と
を
決
定

委
員
会
の
審
査
結
果
に
つ
け
た
意
見

　
執
行
部
に
お
い
て
は
、「
橋
梁
長

寿
命
化
修
繕
計
画
」
に
基
づ
く
計
画

的
な
修
繕
の
実
施
に
努
め
ら
れ
、
ま

た
、
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
る
箇
所
に
お
い
て
は
、
地
元

と
相
談
の
上
対
処
い
た
だ
き
た
い
。

　
本
会
議
で
も
、
委
員
会
と
同
様
の
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

環
境
建
設
委
員
会
で
の
審
査

◆
審
査
の
要
旨
◆

　
陳
情
の
審
査
に
当
た
り
、
５
月
29
日

の
委
員
会
で
陳
情
人
を
参
考
人
と
し
て

招
致
せ
ず
、
執
行
部
に
対
し
陳
情
に
関

す
る
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
決
定
し
、

６
月
５
日
の
委
員
会
で
執
行
部
か
ら
説

明
を
受
け
た
後
、
審
査
し
た
も
の
で
す
。

委
員
会
で
の
討
論

本
会
議
で
の
討
論

年
旨
橋
か
け
か
え
及
び
三
蔵
院
橋
改
良

  

並
び
に
道
路
の
拡
幅
改
良
に
関
す
る
陳
情

不採択
（全会一致）

陳情第１号

さ
ん
ぞ
う
い
ん
ば
し

と
し
む
ね
ば
し
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一 般 質 問

ＱA

一般質問は、議案に関係なく市政全般について、市長などの執行機関に考え方や
方針を問うものです。ここでは、質問項目を一つに絞って掲載します。

要
旨

問　
「
香
害
」
と
は
、
洗
剤
や
柔

軟
剤
等
に
含
ま
れ
る
人
工
的
に
香

り
を
発
生
さ
せ
る
化
学
物
質
に
対

し
、
体
が
過
剰
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
を
起
こ
す
「
化
学
物
質
過
敏
症
」

や
「
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
」
の

こ
と
で
あ
る
が
、
市
内
の
小
・
中

学
校
で
該
当
者
は
い
る
の
か
。
ま

た
、
保
護
者
を
含
め
た
周
囲
へ
の

理
解
活
動
と
該
当
者
そ
れ
ぞ
れ
の

症
状
に
合
わ
せ
た
個
別
対
応
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
該
当
す
る
児
童
・
生
徒
の
報

告
は
受
け
て
い
な
い
が
、「
香
害
」

に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
促
す

た
め
、
校
長
会
等
で
周
知
し
、
保

護
者
や
児
童
・
生
徒
に
は
保
健
だ

よ
り
等
で
啓
発
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
定
住
人
口
の
減
少
対
策
に
つ
い
て

●
オ
ラ
レ
徳
山
利
用
者
の
駐
車
マ
ナ

ー
に
つ
い
て

問　
市
内
に
５
館
あ
る
児
童
館
を

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
転
用
す

る
方
針
を
出
し
て
い
る
が
、
児
童

館
の
利
用
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

乳
幼
児
の
子
育
て
支
援
と
小
学
生

以
上
を
対
象
と
し
た
行
事
や
自
由

来
館
の
時
間
帯
は
違
っ
て
い
る
。

既
存
施
設
で
児
童
館
事
業
を
存
続

で
き
な
い
か
。

答
　
各
児
童
館
と
も
、
そ
の
所
在

す
る
地
域
の
環
境
、
地
域
で
の
役

割
や
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
も
さ

ま
ざ
ま
で
あ
り
、
児
童
館
ご
と
に

方
向
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
聞

き
、
し
っ
か
り
と
地
域
の
皆
さ
ん

と
協
議
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

●
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
進
捗
に
つ
い
て

問　
家
族
の
あ
り
よ
う
が
変
わ
る

中
で
、
多
死
社
会
を
迎
え
る
。
市

民
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
な
が
ら
市

と
し
て
終
活
支
援
体
制
を
整
え
、

何
か
事
が
起
こ
っ
て
か
ら
対
応
す

る
の
で
は
な
く
、
相
談
先
と
し
て

事
前
に
寄
り
添
い
、
空
き
家
の
予

防
や
不
安
の
解
消
に
つ
な
が
る
よ

う
終
活
支
援
に
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
高
齢
社
会
の
進
行
に
よ
り
亡

く
な
る
方
が
増
え
て
い
く
社
会
の

中
、
市
と
し
て
も
ま
ず
は
終
活
に

つ
い
て
の
市
民
へ
の
周
知
・
啓
発

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後

も
他
市
の
終
活
事
業
を
参
考
に
し

な
が
ら
関
係
部
局
で
連
携
し
、
研

究
し
て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
屋
内
の
子
供
向
け
遊
び
場
に
つ
い
て

予
防
や
不
安
の
解
消
に

つ
な
が
る
終
活
支
援
を

廃
止
を
予
定
し
て
い
る

児
童
館
事
業
の
存
続
は

「
香
害
」
に
対
す
る

正
し
い
知
識
と
対
応
を

こ
う
が
い

刷
新
ク
ラ
ブ　
　
　

得
重　

謙
二

刷
新
ク
ラ
ブ　
　
　

田
村　

隆
嘉

自
由
民
主
党
周
南  

福
田
吏
江
子

※

※

終
活…

最
期
ま
で
自
分
ら
し
い
人
生
を
送
る
た
め

に
死
と
向
き
合
い
、
安
心
し
て
最
期
を
迎
え
る
た

め
に
人
生
の
終
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
活
動
。



6

一 般 質 問

問　
市
税
条
例
を
改
正
し
、
中
小

企
業
の
設
備
投
資
に
係
る
固
定
資

産
税
を
３
年
間
ゼ
ロ
と
す
る
方
針

を
決
定
し
た
理
由
と
、
こ
れ
に
よ

る
本
市
の
税
収
へ
の
影
響
は
。

答　
中
小
企
業
の
新
た
な
設
備
投

資
を
促
進
し
、
地
域
経
済
全
体
の

活
性
化
の
た
め
に
固
定
資
産
税
を

ゼ
ロ
と
す
る
。
そ
の
場
合
、
国
か

ら
「
も
の
づ
く
り
・
サ
ー
ビ
ス
補

助
金
」
等
の
優
先
採
択
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
税
収
へ
の
影

響
額
の
予
測
は
難
し
い
が
、
固
定

資
産
税
の
減
収
分
の
75
％
は
交
付

税
で
補
塡
さ
れ
る
た
め
、
あ
る
程

度
は
税
収
減
の
影
響
を
抑
え
ら
れ

る
。

そ
の
他
の
質
問

●
公
共
看
板
に
つ
い
て

●
し
ゅ
う
な
ん
通
報
ア
プ
リ
に
つ
い

て

問　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
が
平
成
29
年
２
月
、
も
や
い
ネ

ッ
ト
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
に
対
す
る
評
価

お
よ
び
今
後
の
課
題
を
問
う
。

答　
相
談
件
数
13
件
の
う
ち
９
件

は
複
数
名
の
専
門
職
員
で
２
回
以

上
の
訪
問
を
行
い
、
医
療
機
関
へ

の
受
診
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
つ
な
が
り
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
も
国
の
研
修
等
を
活

用
し
、
支
援
に
携
わ
る
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
、
組
織
と
し
て
の
支

援
能
力
の
維
持
・
向
上
に
努
め
な

が
ら
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

を
地
域
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

●
墓
地
行
政
に
つ
い
て

問　
地
域
住
民
が
観
光
資
源
を
発

掘
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
、
旅
行
商

品
と
し
て
発
信
す
る
着
地
型
観
光

で
も
あ
る
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
目
指
す
の
か
。

答　
地
域
資
源
を
探
し
、
掘
り
起

こ
し
て
活
用
し
体
験
型
の
観
光
を

進
め
る
。
そ
の
上
で
地
域
住
民
を

巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
が
重
要
だ
。

地
域
づ
く
り
に
お
い
て
夢
プ
ラ
ン

の
中
で
、
地
域
の
活
性
化
、
交
流

人
口
の
拡
大
を
目
的
に
ニ
ュ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
そ
れ
を
進
め
て
い

く
人
材
育
成
も
重
要
な
課
題
で
あ

る
。

そ
の
他
の
質
問

●
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ

い
て

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

に
ど
う
取
り
組
む

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
今
後
の
展
開
は

市
税
条
例
改
正
の
理
由
と

税
収
へ
の
影
響
は

問　
周
南
市
緊
急
財
政
対
策
に
、

今
後
５
年
間
で
約
85
億
円
の
財
源

不
足
の
解
消
を
し
た
い
と
あ
る
が
、

そ
の
取
り
組
み
内
容
は
。

答　
現
在
88
の
取
り
組
み
に
よ
り

歳
入
確
保
対
策
で
約
18
億
円
、
歳

出
削
減
対
策
で
約
35
億
円
と
す
る

効
果
を
見
込
む
が
、
今
後
の
社
会

経
済
情
勢
に
よ
る
収
入
減
や
新
た

な
行
政
需
要
、
自
立
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
必
要
と
な
る

事
業
の
実
施
な
ど
で
、
見
込
み
以

上
の
財
源
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。

１
９
０
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強

力
に
推
進
し
、
事
務
事
業
の
休
廃

止
を
含
む
内
容
の
抜
本
的
見
直
し

な
ど
新
事
項
の
追
加
に
よ
り
財
源

の
確
保
を
図
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
投
票
意
識
の
醸
成
と
投
票
環
境
の

向
上
に
つ
い
て

周
南
市
緊
急
財
政
対
策
の

具
体
的
取
り
組
み
は

ア
ク
テ
ィ
ブ
　
　
　

岩
田
　
淳
司

ア
ク
テ
ィ
ブ
　
　
　

山
本
　
真
吾

公
明
党
　
　
　
　
　

遠
藤
　
伸
一

六
合
会
　
　
　
　
　

佐
々
木
照
彦
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問
　
家
庭
ご
み
の
排
出
量
は
、
市

民
や
地
域
の
ク
リ
ー
ン
リ
ー
ダ
ー

の
協
力
に
よ
る
分
別
で
減
少
し
て

い
る
と
聞
く
が
、
そ
の
状
況
は
。

ま
た
、
さ
ら
な
る
市
民
の
協
力
を

得
る
た
め
の
方
策
は
。

答　
市
民
１
人
１
日
当
た
り
の
ご

み
排
出
量
に
お
け
る
平
成
31
年
度

の
目
標
値
６
９
０
グ
ラ
ム
に
対
し
、

平
成
28
年
度
は
６
８
０
グ
ラ
ム
と

既
に
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。
ま

た
、
さ
ら
な
る
市
民
の
意
識
づ
け

や
励
み
と
な
る
よ
う
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
等
の
再
資
源
化
に
よ
る
最
終

処
分
場
の
処
分
量
の
大
幅
な
減
少

や
、
市
民
１
人
当
た
り
の
ご
み
処

理
経
費
を
適
正
な
算
出
方
法
に
見

直
し
、
公
表
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
国
民
健
康
保
険
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

●
が
ん
検
診
に
つ
い
て

問
　
大
規
模
災
害
時
の
円
滑
な
避

難
所
運
営
に
は
地
域
住
民
の
理
解

と
協
力
、
連
携
が
必
須
で
あ
る
と

考
え
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
向

け
の
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
て
は
ど
う
か
。

答　
職
員
を
対
象
と
し
た
避
難
所

運
営
の
手
引
き
や
、
女
性
職
員
の

意
見
を
取
り
入
れ
た
「
皆
に
優
し

い
避
難
所
づ
く
り
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
」
を
作
成
し
て
い
る
。
平

成
26
年
度
よ
り
自
主
防
災
組
織
育

成
研
修
の
中
で
避
難
所
運
営
訓
練

を
行
っ
て
い
る
。
自
主
防
災
組
織

や
関
係
者
が
連
携
し
て
地
域
の
特

色
や
災
害
特
性
を
踏
ま
え
た
独
自

の
避
難
所
運
営
の
手
引
き
を
作
成

す
る
よ
う
支
援
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
が
ん
検
診
に
つ
い
て

問
　
①
相
談
窓
口
の
強
化
と
し
て
、

市
の
窓
口
へ
の
表
示
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
情
報
発
信
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
②
訪
問
支
援
を
含

め
た
支
援
の
強
化
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答　
①
窓
口
へ
の
表
示
は
、
相
談

対
象
を
限
定
し
て
い
る
と
誤
解
さ

れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
難
し
い

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
県
の
ひ

き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
と

リ
ン
ク
さ
せ
る
な
ど
支
援
内
容
の

周
知
に
取
り
組
む
。
②
専
門
的
な

知
識
や
経
験
が
必
要
な
た
め
、
今

後
も
県
の
保
健
師
と
連
携
し
、
取

り
組
む
。
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ

ー
派
遣
事
業
に
は
課
題
も
多
く
、

研
究
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

●
老
朽
化
し
た
道
路
照
明
灯
の
撤
去
に
つ
い
て

●
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
る
林
忠
彦
氏
に
つ
い

て

問
　
ナ
ベ
ヅ
ル
を
保
護
す
る
観
点

か
ら
、
監
視
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
ま
ず
、
騒
音
測
定
器
を
置
い

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
米
軍
機
の

飛
来
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
飛
行
を

中
止
す
る
よ
う
要
請
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　
騒
音
測
定
器
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
音
量
だ
け
で
対
象
を
特
定

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
状
で
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
米
軍
の
飛
行
訓
練
は
国
の

専
管
事
項
で
あ
る
防
衛
対
策
の
一

環
で
あ
り
、
一
教
育
委
員
会
と
し

て
、
直
接
飛
行
自
粛
を
申
し
入
れ

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
関
係

機
関
と
も
相
談
し
な
が
ら
対
応
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

●
周
南
市
高
齢
者
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

●
し
ゅ
う
ニ
ャ
ン
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
強
化
を

す
る
べ
き
で
は
な
い
か

八
代
地
区
で
の
米
軍
機
の

飛
行
に
つ
い
て
の
対
応
は

市
民
に
ご
協
力
い
た
だ
き

さ
ら
な
る
ご
み
減
量
化
を

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
必
要
だ

ア
ク
テ
ィ
ブ
　
　
　

土
屋
　
晴
巳

公
明
党
　
　
　
　
　

相
本
　
政
利

日
本
共
産
党
　
　
　

魚
永
　
智
行

公
明
党
　
　
　
　
　

金
子
　
優
子
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問　
中
開
作
第
一
雨
水
幹
線
を
含

む
浸
水
対
策
の
取
り
組
み
内
容
と
、

そ
の
進
捗
状
況
は
計
画
ど
お
り
か
。

ま
た
、
本
陣
川
氾
濫
の
恒
久
的
な

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
瀬
の
上
地
区
で
、
山
地
か
ら

の
雨
水
を
夜
市
川
に
直
接
放
出
す

る
雨
水
管
渠
を
整
備
、
最
下
流
域

に
古
川
と
池
沼
を
つ
な
ぐ
連
結
管

を
新
設
し
た
。
中
開
作
線
整
備
は

地
権
者
と
の
交
渉
が
難
航
し
て
い

る
が
、
関
係
組
織
と
事
業
の
進
捗

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
本
陣
川
の

氾
濫
は
、
隣
接
す
る
配
水
区
も
含

め
、
当
該
配
水
区
の
雨
水
排
水
計

画
を
見
直
し
、
平
成
31
年
度
中
に

変
更
案
を
策
定
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
き
れ
い
な
町
並
み
づ
く
り
に
つ
い

て

問　
５
月
６
日
、
熊
毛
大
河
内
地

区
で
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
の
箱
わ
な
で

熊
が
捕
獲
さ
れ
た
。
①
県
と
市
の

発
信
に
４
日
の
ず
れ
が
あ
る
。
違

い
は
何
か
。
②
捕
獲
し
た
熊
の
処

理
は
。
③
地
元
へ
の
周
知
は
。
④

今
後
の
対
応
策
は
。

答　
①
地
域
住
民
の
不
安
を
あ
お

る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮

し
、
情
報
発
信
を
控
え
た
。
②
県

の
策
定
し
た
特
定
鳥
獣
保
護
計
画

に
基
づ
き
、
熊
に
タ
グ
を
つ
け
て

山
奥
に
返
し
た
。
③
熊
毛
総
合
支

所
産
業
土
木
課
で
、
注
意
事
項
を

記
載
し
た
文
章
を
作
成
し
、
回
覧

を
お
願
い
し
て
い
る
。
④
総
合
支

所
か
ら
も
情
報
を
直
接
発
信
で
き

る
よ
う
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
公
園
管
理
に
つ
い
て

問　
①
徳
山
駅
前
図
書
館
は
、
に

ぎ
わ
い
創
出
の
核
施
設
で
あ
る
。

現
在
の
状
況
は
ど
う
か
。
②
新
庁

舎
が
完
成
し
、
旧
近
鉄
松
下
百
貨

店
の
仮
庁
舎
が
新
庁
舎
に
移
転
す

る
。
そ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答　
①
年
間
来
館
者
数
の
目
標
を

１
２
０
万
人
と
し
、
２
月
３
日
の

オ
ー
プ
ン
か
ら
４
カ
月
弱
で
70
万

人
を
超
え
た
。
平
成
25
年
度
か
ら

５
年
間
の
累
計
新
規
出
店
数
が
１

５
２
店
舗
、
歩
行
者
等
通
行
量
３

万
３
２
６
８
人
と
い
ず
れ
も
目
標

を
上
回
り
、
売
り
上
げ
も
22
％
増

え
た
と
聞
い
て
い
る
。
②
仮
庁
舎

に
は
約
３
５
０
人
の
職
員
が
勤
務

し
て
い
る
。
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た

め
、
回
遊
性
強
化
を
進
め
て
い
る
。

「
中
心
市
街
地
」
に
ぎ
わ
い
の

創
出
は
い
か
に

熊
の
出
没
・
目
撃
情
報
の

対
応
は
適
切
か

福
川
地
区
の
雨
水
対
策
の

進
捗
は

問　
公
職
に
あ
る
者
は
「
李
下
に

冠
を
正
さ
ず
」
と
あ
る
。
わ
が
市

は
、
市
の
幹
部
職
員
や
議
員
の
子

弟
で
も
採
用
す
る
と
聞
く
。
近
隣

他
市
で
は
「
考
え
ら
れ
な
い
」
と

の
こ
と
だ
が
、
過
去
の
実
態
は
。

採
用
後
の
昇
進
や
配
置
に
「
忖
度
」

の
恐
れ
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
市

長
の
子
弟
が
受
験
し
た
場
合
は
ど

う
す
る
の
か
。
説
明
責
任
を
果
た

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
職
業
選
択
の
自
由
か
ら
、
市

職
員
や
議
員
の
子
弟
の
受
験
は
認

め
ら
れ
、
過
去
に
も
例
が
あ
る
。

市
長
の
件
は
、
仮
定
の
話
で
あ
り
、

答
え
る
必
要
が
な
い
。
公
平
・
公

正
な
市
政
運
営
に
努
め
た
い
。

採
用
試
験
に
一
点
の
曇
り
も

許
さ
れ
な
い

そ
ん
た
く

は
ん
ら
ん

会
派
に
属
さ
な
い
議
員 

島
津
　
幸
男

六
合
会
　
　
　
　
　

福
田
　
文
治

自
由
民
主
党
嚆
矢
会  

尾
﨑
　
隆
則

自
由
民
主
党
嚆
矢
会  

古
谷
　
幸
男
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問　
法
改
正
で
、
鹿
野
・
熊
毛
地

区
に
お
け
る
既
存
の
防
災
無
線
廃

止
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
、
環

境
の
変
化
を
懸
念
す
る
。
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
活
用
で
有
線

化
し
て
残
せ
な
い
か
。
ま
た
、
鹿

野
地
区
で
住
民
生
活
に
馴
染
ん
で

い
る
戸
別
受
信
機
の
廃
止
に
対
し
、

３
年
以
内
に
総
合
支
所
が
管
理
す

る
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設

や
、
地
域
に
密
着
し
た
各
種
情
報

を
発
信
す
る
た
め
、
し
ゅ
う
な
ん

メ
ー
ル
鹿
野
版
を
新
た
に
発
信
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
ケ
ー
ブ
ル
回
線
、
地
域
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
、
地
域
限
定
メ
ー
ル

配
信
は
今
後
研
究
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
新
た
に
整
備
さ
れ
る
防
災
行
政
無
線
の
目
的
、

機
能
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
放
送

内
容
と
防
災
ラ
ジ
オ
の
配
備
計
画
に
つ
い
て

問　
市
が
考
え
て
い
る
福
川
地
区

の
現
状
と
課
題
は
。
ま
た
、
人
口

減
少
の
著
し
い
地
区
で
あ
り
、
買

い
物
弱
者
対
策
や
福
川
駅
前
整
備

な
ど
、
早
急
に
対
応
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
市
の
見
解
は
。

ミ
ク
ロ
で
は
な
く
、
マ
ク
ロ
な
対

応
を
行
政
は
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

答　
福
川
地
区
は
、
合
併
時
か
ら

人
口
が
約
２
０
０
０
人
減
り
、
減

少
率
も
約
18
％
と
市
の
平
均
よ
り

高
い
た
め
、
人
口
減
少
と
浸
水
対

策
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
買
い

物
弱
者
対
策
は
、
し
っ
か
り
情
報

を
提
供
し
、
駅
前
に
つ
い
て
は
、

夢
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
く
中
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

●
保
育
行
政
に
つ
い
て

問　
新
庁
舎
の
完
成
と
と
も
に
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
市
民
が

実
感
で
き
、
満
足
度
を
高
め
る
こ

と
が
よ
り
重
要
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
。
ま
た
、
全

職
員
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
向

上
も
重
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
窓
口
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ワ

ン
フ
ロ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
柱

と
す
る
。
市
民
課
と
担
当
課
で
情

報
を
共
有
し
、
案
内
す
る
こ
と
で
、

待
ち
時
間
の
短
縮
や
業
務
の
効
率

化
を
図
り
、
繰
り
返
し
の
説
明
も

不
要
と
な
る
。
ま
た
、
接
遇
・
お

も
て
な
し
力
の
向
上
の
た
め
に
、

随
時
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
、
定

期
的
に
研
修
を
行
い
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
消
防
団
の
車
両
に
つ
い
て

問　
Ｊ
Ｒ
櫛
ヶ
浜
駅
の
ト
イ
レ
の

水
洗
化
に
つ
い
て
、
地
域
の
要
望

も
あ
る
が
、
特
に
若
い
女
性
か
ら

の
切
実
な
要
望
が
あ
る
。
ま
た
、

土
・
日
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

試
合
の
あ
る
中
、
高
校
生
の
利
用

も
多
い
。
早
急
な
水
洗
化
が
望
ま

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答　
Ｊ
Ｒ
櫛
ヶ
浜
駅
は
、
１
日
の

平
均
乗
車
人
数
が
９
５
０
人
で
、

市
内
で
は
徳
山
駅
・
新
南
陽
駅
に

次
い
で
利
用
者
が
多
い
。
そ
の
駅

の
ト
イ
レ
が
水
洗
化
さ
れ
て
お
ら

ず
、
男
女
共
用
で
あ
る
な
ど
の
環

境
改
善
に
向
け
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
整
備
着
手
で
き
る
よ
う

に
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
下
水
道
整
備
に
つ
い
て

●
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

●
老
舗
ホ
テ
ル
の
閉
館
に
つ
い
て

新
庁
舎
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は

ハ
ー
ド
よ
り
ハ
ー
ト
で

Ｊ
Ｒ
櫛
ヶ
浜
駅
ト
イ
レ
の

水
洗
化
を

新
防
災
無
線
で
既
存
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
後
退
す
る

福
川
地
区
の
現
状
と
課
題
と

今
後
の
対
応
は

な
じ

六
合
会
　
　
　
　
　

福
田
　
健
吾

六
合
会
　
　
　
　
　

長
嶺
　
敏
昭

六
合
会
　
　
　
　
　

青
木
　
義
雄

ア
ク
テ
ィ
ブ
　
　
　

井
本
　
義
朗
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　６月24日（日）に旧議場でお別れコンサートを開催し、260名の定
員をはるかに上回る約350名もの方にご来場いただきました。最初
に、議場の歴史と周南市議会の足跡を振り返った後、徳山高等学校
吹奏楽部と周南フィルハーモニー管弦楽団の皆様に演奏していただ
き、64年の歴史の幕引きにふさわしいコンサートとなりました。
　とても素晴らしい演奏で旧議場との別れに花を添えてくださった
徳山高等学校吹奏楽部および周南フィルハーモニー管弦楽団の皆
様、当日ご来場いただいた皆様、その他多くの関係者の皆様に、こ
の場を借りて御礼申し上げます。
　そして、64年もの長きにわたって市の重要
な方針を決定する場所として活躍した旧議場
に感謝したいと思います。

64年間、ありがとうございました。

議場コンサート

徳山高等学校吹奏楽部による演奏

多くの方が来場

周南フィルハーモニー管弦楽団による演奏

徳山高等学校吹奏楽部による演奏

多くの方が来場

周南フィルハーモニー管弦楽団による演奏

問
　
市
営
住
宅
の
空
き
家
の
現
状

と
そ
の
生
じ
る
原
因
、
解
決
に
向

け
た
対
策
は
。
ま
た
、
大
学
生
な

ど
の
入
居
要
件
の
緩
和
は
で
き
な

い
か
。

答　
市
営
住
宅
の
管
理
戸
数
は
３

７
４
８
戸
、
入
居
可
能
な
２
５
１

５
戸
の
う
ち
空
き
家
は
５
９
２
戸

で
、
そ
の
割
合
は
23
・
５
％
。
高

齢
者
が
多
く
、
条
件
の
良
い
住
宅

に
応
募
が
偏
る
傾
向
に
あ
る
。
高

齢
者
で
も
生
活
し
や
す
い
環
境
の

整
備
や
子
育
て
世
帯
向
け
専
用
の

募
集
枠
を
設
け
、
入
居
の
促
進
を

図
っ
て
い
る
。
他
市
で
は
、
大
学

生
を
対
象
に
募
集
要
件
を
緩
和
し

て
募
集
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
る

の
で
、
調
査
研
究
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
自
転
車
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

問
う

市
営
住
宅
の
空
き
家
対
策
を

徳
山
駅
前
図
書
館
、

役
所
ら
し
い
仕
事
か

問
　
高
架
書
架
の
整
備
を
、
当
初

予
定
し
て
い
た
洋
書
整
備
か
ら
本

型
ア
ー
ト
に
変
更
し
た
理
由
は
何

か
。

答　
一
度
決
め
た
こ
と
を
や
り
通

す
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

検
討
を
行
い
、
最
も
よ
い
方
法
に

変
更
し
た
。

問
　
本
型
ア
ー
ト
整
備
の
積
算
根

拠
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
問
題
で
は

な
い
か
。

答　
入
札
に
係
る
積
算
は
、
極
力

一
式
で
は
な
く
、
積
算
内
容
を
示

し
て
設
計
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
が
、
随
意
契
約
に
つ
い
て
は
、

価
格
以
外
の
要
素
で
相
手
方
が
決

ま
る
の
で
、
そ
こ
ま
で
求
め
て
い

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
新
南
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の

機
能
訓
練
室
の
使
用
機
器
の
変
更

に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
　
　

中
村
富
美
子

自
由
民
主
党
周
南  

田
村
　
勇
一
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新しい議場が完成しました！新しい議場が完成しました！新しい議場が完成しました！新しい議場が完成しました！

新しい議場を紹介します。新しい議場を紹介します。
Ｑ．新しい議場はどこにある？
Ａ．新庁舎の５階にあります。

  新庁舎外観（北側から撮影） 議 場 内

Ｑ．新しい議場までの道順は？
Ａ．５階までエレベーターで上がっ
ていただき、右図のとおりお進
みください。

　　お越しになられて分かりにくい
と思われたときは、お気軽に職
員へお声掛けください。

傍聴席出入り口 傍 聴 席

Ｑ．傍聴の手続きは必要？
Ａ．特に必要ございません。傍聴席は59席あり、先着順となっております。
　　車椅子でお越しになられた方にも対応できるよう、バリアフリーに配備した造りと
　　なっております。

岐山通側

新庁舎５階平面図▶
（議場までの経路）

議会事務局
議会会議室

委員会室１

委員会室２

委員会室３

Ｗ.Ｃ

Ｗ.Ｃ

エレベーター

傍聴席出入り口

議場



12

問　若い方の意見をどのようにして把握するのか。情報を周知
できているか。

答　現在、鹿野地区で進めている夢プラン策定に向けた協議の
場に出向くなど、若い方が集まる機会を探し、意見を集め
たい。情報の周知については、３月３日に行った全住民対
象の説明会資料を全戸に配布した。

問　スピード感を持った進め方が必要と思うが、今後の進め方
は。

答　現在は、市の整備方針を理解していただくことを目的に説
明を行うとともに、課題解決に向けた話し合いを投げ掛け
ているが、ある程度の時期をもって、市として判断すること
になると考えている。

委員会レポート
常任委員会が調査を行ったものや特別委員会での協議内容を報告します！

　６月５日に開催した委員会で、執行部から、鹿野総合支所施設整備について、報告を受けました。
◆ 執行部の説明（要旨）◆
　平成29年度に市の整備方針を定めて以降、本年３月から５月下旬までの間、コミュニティー総会等に出向き合計６回の説
明を行い、延べ280人の参加をいただいた。説明会では、コアプラザかの周辺は市道が狭く通行に危険があるといった反
対意見や、コアプラザかの周辺は郵便局や病院があり便利、移転すれば大きな転機で、地域の活性化につながるといった賛
成意見をいただいた。また、どの会合においても、多目的ホールの位置や広さ、移転後の総合支所跡地の利用など、具体的
なイメージが湧かない、整備スケジュールが知りたい、といった意見をいただいた。
　今後も説明の予定があり、要望があれば説明に伺う。しかし、若い方の声を十分把握できていないため、今後意見をいた
だきたいと考えている。

企画総務委員会での調査

鹿野総合支所施設整備に関する調査

問　レジ通過者数が対前年度比で106.1％とあるが、この要因
は何か。

答　高速バス、路線バスの乗り入れ、夜市のスーパーの撤退、防
府のトラックステーションの閉鎖およびＥＴＣ2.0搭載機の
高速道路からの立ち寄りが影響していると思われる。

問　高齢化により出荷登録者が減少しているとのことだが、そ

の対応策は。
答　若い出荷者の数を増やすことが重要で、「ミーツ」という新
規就農者の連絡会議も発足されたところである。ソレーネ
周南では、新規就農者に対しては手数料を５％程度下げる
といった対応をしており、市としても新規就農者に対してソ
レーネ周南に出荷していただくよう話をしている。

　６月11日に開催した委員会で、執行部から、平成29年度の道の駅の運営状況について、報告を受けました。
◆ 執行部の説明（要旨）◆
　平成29年度の道の駅「ソレーネ周南」の運営状況は、売り上げが６億6,946万９,000円、対前年度比は6,822万6,000円
増で過去最高となった。来客数は79万6,000人、対前年度比５万2,000人増となった。出荷登録者数は610人で市内登録者
が71人減となっているが、これは高齢化などにより登録の継続を辞退されたことによる。
　一般社団法人周南ツーリズム協議会は、昨年の一般正味財産期首残高を加えた一般正味財産期末残高が2,840万
9,000円となり、会社の経営は順調であると考えている。また、指定管理業務も問題なく遂行されている。

環境建設委員会での調査

平成29年度道の駅「ソレーネ周南」の運営状況

　４月25日の委員会で、熊毛地区の公共施設について執行部から説明を受け、４月25日および26日に熊毛地区にお
ける公共施設の現地視察を行いました。

熊毛地区における公共施設の現地視察について

公共施設再配置及び新庁舎建設に関する特別委員会での調査
◆ 行政視察の主な所感 ◆

・多くは合併前に整備され、充実している一方、老朽化した施設、障害児活動施設（旧熊毛公民館）、勝間街区公園プール
等、休止・廃止した施設で残存するものも多くあった。
・借地上にある公共施設については、年度ごとに見直しをするなど、今の時点で早急に改善していく必要性があるのではな
いか。
・施設を解体するにも費用がかかるが、休止・廃止になった理由を考えると、やはり撤去すべきではないか。
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問　これから設計される徳山駅ロータリー整備事業の現段階
での考えは。

答　駅前広場の整備計画との整合と、一体的な景観形成、高質
空間が図れるように、換気塔や広告物など、景観に合った
構造物にしたいと考える。

　４月27日に開催した委員会で、徳山駅北口駅前広場整備工事の進捗について、報告を受けました。
◆ 執行部の説明（要旨）◆
　（仮称）新徳山駅ビル外構工事は、平成30年１月31日に完了している。徳山駅北口駅前広場整備工事は、今年秋ごろには
タクシー乗り場、タクシー駐車場、小広場が完成する予定である。徳山駅北口駅前広場道路内建築物等新築工事の１期工
事は、５月18日に完成予定で、南北自由通路から商店街を結ぶシェルターおよび賑わい交流施設からタクシー乗り場を結ぶ
シェルターの工事を行っている。２期工事は、主にバス乗降場のシェルター設置６棟、バス案内所の新築１棟、既存のバス
乗り場の解体を行い、仮設トイレについては若葉公園へ移設を行う。
　（仮称）歩行者優先道路化実施設計は、今年度に銀座通の平面横断化及び分散型駐輪場の実施設計を行い、平成31年
度に整備を行う予定である。
　徳山駅周辺整備事業については、北口駅前広場の整備にあわせて、今年度、駅前ロータリー美装化の計画設計を行う予
定である。

中心市街地活性化対策特別委員会での調査

徳山駅北口駅前広場整備工事の進捗について

　本年１月から５月にかけて、あたかも不正な採用が行われたかのような内容の問い合わせが寄せられた。人事担当者として、公平公
正な採用を行っていることを真摯に訴えようとする中、記者からの特定の議員名を出しての質問に対して、それを認める形となった。
　今回の件は、既に職員本人が採用され、氏名も公となっており、親子関係についても既に知り得る状況にあったことから、地方公務
員法第34条の秘密には該当しないと考えるが、個人情報の取り扱いは慎重かつ適切な対応が求められていることから、今後、このよう
なことが起こらないよう組織としての適正な管理体制の強化とともに職員教育の徹底を図る。

行政報告
の概要

市職員の個人情報流出の顛末及び今後の再発防止について市職員の個人情報流出の顛末及び今後の再発防止について

６月１４日の本会議において、以下の２件について、市から報告を受けました。

・三丘保育園では、老朽化が目立ち、床が傾いている状態であった。子どもの数の推移、民間事業の動向を見ながら、より
良い環境で保育できるように、早急に方向性を出すべきではないか。 
・高水会館、高水市民センター、高水ふれあいセンターは、所管や分類は異なるが、類似施設が近接しており、稼働率や維
持管理費を考えると、集約化などの方向性を出していくことも必要ではないか。
・徳修館は、歴史的な建造物であり、教育的、文化的な価値が非常に高い。ほかの施設とは違う角度の管理と、年間150人
から300人程度という見学者をさらに増やせるような取り組みをお願いしたい。

問　守秘義務の解釈を述べられたが、実名が出ているものにつ
いての確認に対し、「公表されているから答えてもいい」と
いうことにはならない。個人情報の問い合わせがあって
も、答えられないということを常に認識しておくことが必要

ではないか。
答　議員の言うとおり、今回の件は慎重さを欠いた対応であり、
市長から厳重注意を受けた。職員がしっかりと自覚するこ
とが重要であり、職員の教育、啓蒙を進めていきたい。

　この裁判は、公益財団法人周南市医療公社の職員であった原告が、医療公社などに対し、労働契約上の地位の確認等を求め、平成
27年５月22日に山口地方裁判所周南支部に提訴し、平成30年５月28日に判決があったものである。医療公社からの報告によると、原
告が被告公社の５人からパワーハラスメント行為を受けたことにより休職に至り、その後、休職期間満了による退職扱いとされたとし
て、被告公社および被告５人に損害賠償金および損害遅延金の支払いを求めた事案である。裁判所の判断は、被告公社および被告５人
は、連帯して原告に対し、損害賠償金および遅延損害金の支払い義務を負うとするものだった。この判決を受け、医療公社は、平成30
年６月５日付で控訴したところである。

公益財団法人周南市医療公社にかかる裁判について公益財団法人周南市医療公社にかかる裁判について

問　行政は裁判に係る経費を負担しないという理解でよいか。
答　裁判費用、弁護士費用等は、市民病院会計からの支出とな
り、公費という考えは持っていない。

問　和解をするという考えはなかったのか。
答　納得いく形で終了したいという思いがあるため、裁判を受
けて決着することにした。

主 な 質 疑

執行部の説明（要旨）

主 な 質 疑

執行部の説明（要旨）
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周
南
市
議
会
議
長
に
再
選
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ

り
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
去
る
６
月
24
日
、
64
年
経
過
し
た
議

場
で
開
催
さ
れ
た
お
別
れ
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
市
議
会
議
員
Ｏ
Ｂ
や
多
く
の
市
民

の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
大
変
感

慨
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
周
南
市
議
会
は
、

平
成
15
年
４
月
21
日
に
周
南
市
が
誕
生

し
て
以
来
、
諸
先
輩
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
分
か

り
や
す
い
議
会
を
目
指
し
、「
開
か
れ

た
議
会
」
と
す
る
た
め
、
常
に
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
思

い
、
歩
み
を
受
け
継
ぎ
、
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
の
重
要
性
、
大
切
さ
を
改
め

て
強
く
感
じ
、
胸
に
刻
ん
だ
と
こ
ろ
で

す
。

　
本
年
２
月
に
は
、
周
南
市
立
徳
山
駅

前
図
書
館
も
開
館
し
、
８
月
20
日
か
ら

は
全
て
の
業
務
が
新
庁
舎
で
行
わ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
市
議
会
も
９
月
定
例
会

は
新
議
場
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
は
着
実
に
前
進
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
周
南
市
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
周
南
市
の
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
活
発
な
議

論
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
の
皆
様

に
と
っ
て
よ
り
分
か
り
や
す
い
議
論
に

心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て

身
近
な
市
議
会
で
あ
る
よ
う
、
私
自
身

も
感
性
を
豊
か
に
し
、
公
平
公
正
で
真

摯
な
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
議
会
運

営
に
心
掛
け
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。議

長
　
小
林
雄
二

周
南
地
区
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

　
藤
井　
康
弘

周
陽
環
境
整
備
組
合
議
会
議
員

　
井
本　
義
朗　
　
山
本　
真
吾

玖
西
環
境
衛
生
組
合
議
会
議
員

　
井
本　
義
朗　
　
金
子　
優
子

　
山
本　
真
吾

光
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
相
本　
政
利

周
南
地
区
福
祉
施
設
組
合
議
会
議
員

　
佐
々
木
照
彦　
　
中
村
富
美
子

民
生
委
員
推
薦
会
委
員

　
佐
々
木
照
彦　
　
福
田
吏
江
子

都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
井
本　
義
朗　
　
岩
田　
淳
司

　
金
子　
優
子　
　
島
津　
幸
男

　
山
本　
真
吾

環
境
審
議
会
委
員

　
魚
永　
智
行　
　
金
子　
優
子

　
田
村　
隆
嘉　
　
福
田　
健
吾

　
福
田　
文
治　
　
山
本　
真
吾

議
長
あ
い
さ
つ

副議長　尾﨑隆則 議 長　小林雄二監査委員　清水芳将

感
性
を
豊
か
に
、

　 

真
摯
な
議
論
が
で
き
る
よ
う
、

　
　  

　
議
会
運
営
に
心
掛
け
ま
す

議
員
が
兼
ね
る
他
の
役
職

★議長に小林雄二議員
★副議長に尾﨑隆則議員新しい議会体制が決まりました。新しい議会体制が決まりました。
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新しい議会体制が決ま新しい議会体制が決ま

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

企
画
総
務
委
員
会

特
別
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会

教
育
福
祉
委
員
会

環
境
建
設
委
員
会

担
当
事
務
：
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る

事
項

◎
田
村
　
隆
嘉
　
　
○
佐
々
木
照
彦

　
相
本
　
政
利
　
　
　
青
木
　
義
雄

　
井
本
　
義
朗
　
　
　
岩
田
　
淳
司

　
魚
永
　
智
行
　
　
　
兼
重
　
　
元

　
田
中
　
和
末
　
　
　
福
田
　
健
吾

　
古
谷
　
幸
男
　
　
　
米
沢
　
痴
達

担
当
事
務
：
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
関

す
る
事
項

◎
友
田
　
秀
明
　
　
○
山
本
　
真
吾

　
遠
藤
　
伸
一
　
　
　
坂
本
　
心
次

　
佐
々
木
照
彦
　
　
　
得
重
　
謙
二

　
中
村
富
美
子

　
円
滑
な
議
事
運
営
の
た
め
、
協
議
し
、

意
見
調
整
を
図
る
場
と
し
て
設
置
し
て

い
ま
す
。

担
当
事
務
：
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事

項
、
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関

す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項
、
議
長
の

諮
問
に
関
す
る
事
項

◎
福
田
　
健
吾
　
　
○
得
重
　
謙
二

　
青
木
　
義
雄
　
　
　
岩
田
　
淳
司

　
金
子
　
優
子
　
　
　
兼
重
　
　
元

　
田
村
　
隆
嘉
　
　
　
土
屋
　
晴
巳

　
古
谷
　
幸
男
　
　
　
米
沢
　
痴
達

担
当
事
務
：
政
策
推
進
部
、
行
政
管
理

部
、
財
政
部
、
地
域
振
興
部
、
会
計
管

理
者
、
競
艇
事
業
局
、
消
防
機
関
、
選

挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
公
平
委

員
会
及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
所
管
に
属
す
る
事
項
並
び
に
他
の
常

任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項

◎
青
木
　
義
雄
　
　
○
得
重
　
謙
二

　
相
本
　
政
利
　
　
　
岩
田
　
淳
司

　
魚
永
　
智
行
　
　
　
兼
重
　
　
元

　
清
水
　
芳
将
　
　
　
田
村
　
勇
一

　
福
田
　
健
吾
　
　
　
古
谷
　
幸
男

担
当
事
務
：
福
祉
医
療
部
、
こ
ど
も
健

康
部
及
び
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す

る
事
項

◎
土
屋
　
晴
巳
　
　
○
遠
藤
　
伸
一

　
佐
々
木
照
彦
　
　
　
島
津
　
幸
男

　
田
村
　
隆
嘉
　
　
　
友
田
　
秀
明

　
中
村
富
美
子
　
　
　
福
田
　
文
治

　
福
田
吏
江
子

担
当
事
務
：
環
境
生
活
部
、
経
済
産
業

部
、
建
設
部
、
都
市
整
備
部
、
中
心
市

街
地
整
備
部
、
上
下
水
道
局
及
び
農
業

委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

◎
長
嶺
　
敏
昭
　
　
○
金
子
　
優
子

　
井
本
　
義
朗
　
　
　
尾
﨑
　
隆
則

　
坂
本
　
心
次
　
　
　
田
中
　
和
末

　
藤
井
　
康
弘
　
　
　
山
本
　
真
吾

　
米
沢
　
痴
達

付
議
事
件
：
中
心
市
街
地
活
性
化
に
関

す
る
こ
と

◎
田
中
　
和
末
　
　
○
井
本
　
義
朗

　
相
本
　
政
利
　
　
　
青
木
　
義
雄

　
佐
々
木
照
彦
　
　
　
田
村
　
隆
嘉

　
中
村
富
美
子
　
　
　
福
田
　
文
治

　
福
田
吏
江
子
　
　
　
古
谷
　
幸
男

　
山
本
　
真
吾
　
　
　
米
沢
　
痴
達

付
議
事
件
：
公
共
施
設
再
配
置
及
び
新

庁
舎
建
設
に
関
す
る
こ
と

◎
古
谷
　
幸
男
　
　
○
藤
井
　
康
弘

　
岩
田
　
淳
司
　
　
　
魚
永
　
智
行

　
遠
藤
　
伸
一
　
　
　
兼
重
　
　
元

　
田
村
　
隆
嘉
　
　
　
土
屋
　
晴
巳

　
得
重
　
謙
二
　
　
　
長
嶺
　
敏
昭

　
福
田
　
健
吾
　
　
　
福
田
吏
江
子

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

中
心
市
街
地
活
性
化

対
策
特
別
委
員
会

公
共
施
設
再
配
置
及
び

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る

特
別
委
員
会

自由民主党周南（５人）
◎兼重　　元
○米沢　痴達
　坂本　心次
　田村　勇一
　福田吏江子

アクティブ（５人）
◎岩田　淳司
○土屋　晴巳
　井本　義朗
　清水　芳将
　山本　真吾

六 合 会（６人）
◎福田　健吾
○青木　義雄
　佐々木照彦
　長嶺　敏昭
　福田　文治
　藤井　康弘

（◎代表　○副代表）
会派人数、五十音順

りくごう

◎古谷　幸男
○友田　秀明
　尾﨑　隆則

刷新クラブ（４人）
◎田中　和末
○田村　隆嘉
　小林　雄二
　得重　謙二

自由民主党嚆矢会（３人）
こうし

日本共産党（２人）
◎魚永　智行
○中村富美子

会派に
属さない議員
島津　幸男

構 成派会

公 明 党（３人）
◎相本　政利
○金子　優子
　遠藤　伸一
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議会だより編集委員会委員紹介

　新庁舎建設に伴い、来月から開催される９月定例会は、新しい議場で行われることとなります。
　そこで、新しい議場のお披露目として、ピアノコンサートを開催します。新しい議場は、本紙11ページでも紹介
しておりますので、まずは本紙をご覧いただいた後、ぜひコンサートにお越しいただき、一足早い新たな周南市
議会の幕開けにお立ち会いください。

坂本心次委員中村富美子委員得重謙二委員

友田秀明委員長山本真吾副委員長 佐々木照彦委員遠藤伸一委員

私たち議会だより編集委員会が編集します。

どなたでも傍聴できます。
■９月定例会の予定

市議会からのお知らせ
■ 議会を傍聴しませんか

★ＣＣＳ …………… デジタル  111Ch
★Ｋビジョン ……… デジタル  123Ch
★メディアリンク … デジタル  122Ch

■■ケーブルテレビ議会中継

　放送の日程は、左記の９月定例会の予定の
とおりです。
　一般質問の再放送は、翌日午後６時から、
再々放送は、およそ10日後の午後３時から
行います。

本会議の様子を実況放送します。

２時間程度にまとめた番組を放送します。
放送の日程は、市議会ホームページでお知ら
せします。

委員会の様子を録画放送します。

■インターネット議会中継
本会議の生中継と録画放送で、録画放送は本会議の３～４日後
から視聴できます。 
周南市議会　インターネット中継 で 検索 を

※スマートフォンからも視聴できます。

※本会議・委員会は、午前９時30分から開催します。（土・日・祝日は休会です。）
※日程の変更は、市議会ホームページでお知らせします。

本会議
本会議（一般質問）
常任委員会
予算決算委員会
本会議

９月４日（火）
９月６日（木）～11日（火）
９月12日（水）
９月13日（木）～14日（金）
９月21日（金）

　今号から、私たち７名の委員が「議会
だより」を編集いたします。
　市議会の活動を分かりやすくお伝え
することで、一人でも多くの市民の方に
興味を持っていただき、市民の皆様と
議会の橋渡しとなるような広報紙の編
集を心掛けてまいりますので、一年間、
よろしくお願いいたします。

新議場オープニング・ピアノコンサートを開催します

日　時
会　場
演奏者
定　員

その他

問合せ

平成30年９月２日（日）午後２時から午後３時まで
市議会議場（市役所新庁舎５階）
手 嶋 沙 織 氏
【理事者席】小学生24人
　　　　　　（小学生１人につき、付き添いの保護者など１人が傍聴席に座ることができます。）
　　　　　　※理事者席とは、本会議の時に市長や特別職、部長等が座る席のことです。
【傍 聴 席】大人40人、高校生以下40人
入場に際しては、８月20日（月）から24日（金）まで、市役所新庁舎１階の総合受付で配付
する整理券が必要となります（なくなり次第終了）。
議会事務局　☎０８３４－２２－８５０２
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